
鹿屋市告示第 136 号

  鹿屋市営住宅における身体障がい者補助犬使用届出事務取扱要綱を次のよ

うに定めた。

鹿屋市長　　郷　原　　拓　男

決 裁

令 和 8 年 4 月 1 日

令 和 8 年 3 月 31 日



鹿屋市営住宅における身体障がい者補助犬使用届出事務取扱要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、鹿屋市営住宅の入居者が市営住宅内において補助犬を使用す

る場合の届出等について、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。 

(1) 補助犬 身体障害者補助犬法（平成14年法律第49号）第２条に定める身体障

害者補助犬をいう。 

(2) 市営住宅 鹿屋市営住宅条例（平成18年鹿屋市条例第164号）第２条第１号

に規定する市営住宅及び同条第２号に規定する特定公共賃貸住宅、鹿屋市一般

住宅条例（平成18年鹿屋市条例第165号）第２条第１号に規定する一般住宅並

びに鹿屋市子育て支援住宅条例（平成29年鹿屋市条例第21号）第１条に規定す

る鹿屋市子育て支援住宅をいう。 

（使用承認基準） 

第３条 補助犬の使用承認基準は、次のとおりとする。 

 (1) 市営住宅の入居者、同居者又は入居決定者（以下単に「入居者」という。）

であって、身体障がい者であること。 

 (2) 前条第１号に定める補助犬を使用すること。 

（届出） 

第４条 入居者が補助犬を使用しようとする場合、一頭ごとに、補助犬使用届（別

記第１号様式）に次の各号に掲げる書類を添えて、市長に届け出なければならな

い。 

(1) 誓約書（別記第２号様式） 

(2) 身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条第４項の規定により身体

障害者手帳の写し 

(3) 身体障害者補助犬法施行規則（平成14年厚生労働省令第127号。以下「補助

犬法施行規則」という。）第５条の規定による身体障害者補助犬健康管理記録

の写し 

(4) 補助犬法施行規則第９条第５項の規定による身体障害者補助犬認定証その他



身体障がい者補助犬であることを証明する書類の写し 

２ 入居者は、前項の規定による届出の内容に変更があったときは、補助犬使用変

更届（別記第３号様式）に同項第３号及び第４号に掲げる書類を添えて、速やか

に市長に届け出なければならない。 

３ 入居者は、補助犬の使用を終了したときは、補助犬使用終了届（別記第４号様

式）を速やかに市長に届け出なければならない。ただし、当該住宅を退去すると

きは不要とする。 

４ 第１項の届出は、転居等により別の市営住宅に入居するときには、改めて市長

に届け出なければならない。 

（承認書及び承認証の交付） 

第５条 市長は、前条第１項の届出が適切であると認めた場合は、鹿屋市営住宅補

助犬使用承認書（別記第５号様式）及び鹿屋市営住宅補助犬使用承認証（別記第

６号様式）を交付する。 

２ 市長は、前項の承認をしたときは、承認を受けた者の居住する市営住宅の管理

人に、承認した旨を通知するものとする。 

（台帳の整備） 

第６条 第３条の規定による入居者からの届出は、補助犬使用台帳（別記第７号様

式）により整備するものとする。 

（立入調査） 

第７条 市長は、補助犬の使用状況について調査するため、入居者に対し住居に立

入りを求め、又は使用状況に関して必要な調査若しくは質問をすることができる。

ただし、住居へ立ち入るときは、事前に入居者の承諾を得なければならない。 

（使用承認の取消し） 

第８条 市長は、入居者が誓約書に規定する事項を遵守しなかったと認められると

き、又は申請内容に虚偽があったときは、補助犬の使用の承認を取り消すことが

できる。 

２ 補助犬がその要件に該当しなくなったときは、使用承認の期間内であっても補

助犬の使用の承認を取り消すこととする。 

 （飼育の制限） 

第９条 入居者が補助犬を使用しなくなった場合は、引き続き飼育することはでき



ない。 

（委任） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、補助犬の使用に関し必要な事項は、市長が

定める。 

附 則 

この要綱は、令和８年４月１日から施行する。



別記 

第１号様式（第４条関係） 

  
補助犬使用届 

年  月  日 

鹿屋市長      様 

 

住 宅 名 
 

住宅  棟    号室 

名 義 人 
 

電話番号 
 

 

 私は、この住宅で補助犬を使用しますので、必要書類を添えて申請します。 

ふりがな  

補助犬使用者氏名 
 

補助犬の種別 
盲導犬 ・ 介助犬 ・ 聴導犬 

（該当するものに〇をつけてください） 

犬   種 
 

補助犬の認定番号 
 補助犬の認定を 

受けた年月日 
年  月  日 

補助犬使用開始 

予定年月日 
年  月  日 

  

添付書類 １ 誓約書（第２号様式） 

     ２ 身体障害者手帳の写し 

３ 身体障害者補助犬健康管理記録の写し 

４ 身体障害者補助犬認定証その他補助犬であることを証明する書類の写し 

（注意事項） 

・補助犬を使用しなくなった場合は、補助犬使用終了届を提出してください。なお、住宅を

退去する場合は提出の必要はありません。 

・補助犬を使用しなくなった場合に、引き続きペットとして飼育することはできません。 

・補助犬を変更する場合は、補助犬変更届を提出してください。 



第２号様式（第４条関係） 

 

誓   約   書 

 

年  月  日 

 

 鹿屋市長       様 

 

住宅名     住宅  棟   号室 

 

使用者氏名                

 

 

 補助犬を使用することについて承認された場合は、下記事項を固く守ることを誓約します。 

 

 

記 

 

 １ 補助犬の糞便等については必ず始末し、鳴き声その他近隣居住者に迷惑をかけないこと。

また、補助犬について、体を清潔に保つとともに、予防接種及び検診を受けさせることによ

り、公衆衛生上の危害を生じさせないように努めること。 

 

 ２ 私の使用する住宅の専用部分においてのみ補助犬を飼育すること。 

 

 ３ 共同敷地等に、犬小屋若しくはこれに類するものを設置しないこと。 

 

 ４ 補助犬に起因する住居内の汚損、破損については、使用者が修理等の負担をするとともに、

第三者に対する人身、物件等への損害を与えた場合についても私が責任をもって対処するこ

と。 

 

 ５ 他の市営住宅等の入居者から苦情があった場合は、誠意をもって対処し、解決するように

努めること。  

 



第３号様式（第４条関係） 

補助犬変更届 

年  月  日 

鹿屋市長       様 

 

住 宅 名 
 

住宅  棟    号室 

名 義 人 
 

電話番号 
 

 

 私は、この住宅で使用している補助犬を変更しますので、必要書類を添えて申請します。 

ふりがな  

補助犬使用者氏名 
 

補助犬の種別 
盲導犬 ・ 介助犬 ・ 聴導犬 

（該当するものに〇をつけてください） 

犬   種 
 

補助犬の認定番号 
 補助犬の認定を 

受けた年月日 
年  月  日 

補助犬使用開始 

予定年月日 
年  月  日 

 添付書類 １ 身体障害者補助犬健康管理記録の写し 

２ 身体障害者補助犬認定証その他補助犬であることを証明する書類の写し 

 

（注意事項） 

・補助犬を使用しなくなった場合は、補助犬使用終了届を提出してください。なお、住宅を退去

する場合は提出の必要はありません。 

・補助犬を使用しなくなった場合に、引き続きペットとして飼育することはできません。 

・補助犬を変更する場合は、補助犬変更届を提出してください。  

 



第４号様式（第４条関係） 

補助犬使用終了届 

年  月  日 

鹿屋市長       様 

 

住 宅 名 
 

住宅  棟    号室 

名 義 人 
 

電話番号 
 

 

 私は、この住宅で補助犬を使用しなくなったので届け出ます。 

ふりがな  

補助犬使用者氏名 
 

補助犬の種別 
盲導犬 ・ 介助犬 ・ 聴導犬 

（該当するものに〇をつけてください） 

犬   種 
 

補助犬の認定番号 
 補助犬の認定を 

受けた年月日 
年  月  日 

補助犬使用終了 

(予定)年月日 
年  月  日 

（注意事項） 

この届出を提出する際に、承認の際に交付した「補助犬使用承認書（別記第５号）様式」及び

「鹿屋市営住宅補助犬使用承認証（別記第６号様式）」を市に返却してください。 

 

   



第５号様式（第５条関係） 

鹿屋市営住宅補助犬使用承認書 

年  月  日 

住宅名 

名義人          様 

鹿屋市長 

 

年  月  日付けをもって申請のあった補助犬使用については、次

の条件を付けて承認します。 

１ 補助犬の使用に当たっては、他の入居者等に迷惑をかけないよう補助犬の管

理に十分留意すること。 

２ 誓約内容を固く守ること。 

３ 承認を受けた使用者は、交付された補助犬使用承認証を自宅玄関扉の外側に

貼付すること。 

４ 補助犬を変更するときは、補助犬使用変更届を提出すること。 

５ 補助犬を使用しなくなったときは、補助犬使用終了届を提出すること。 

また、再び使用を開始するときは、補助犬使用届を改めて提出すること。



第６号様式（第５条関係） 

 

鹿 屋 市 営 住 宅 

補 助 犬 使 用 承 認 証 

承認番号   

  住 宅 

  氏 名              様 

 補助犬の使用を承認します。 

 年  月  日   鹿屋市長           



第７号様式（第６条関係） 

補助犬使用台帳 

No.   

承 認 番 号  承認日     年  月  日 

 住 宅 名             住宅   棟    号室 

 名 義 人  

 補助犬使用者名  

 補助犬種別 盲導犬・介助犬・聴導犬 犬 種  

 補助犬認定番号  認定日     年  月  日 

 変更・終了日      年  月  日      変更 ・ 終了 

承 認 番 号  承認日     年  月  日 

 住 宅 名             住宅   棟    号室 

 名 義 人  

 補助犬使用者名  

 補助犬種別 盲導犬・介助犬・聴導犬 犬 種  

 補助犬認定番号  認定日     年  月  日 

 変更・終了日      年  月  日      変更 ・ 終了 

承 認 番 号  承認日     年  月  日 

 住 宅 名             住宅   棟    号室 

 名 義 人  

 補助犬使用者名  

 補助犬種別 盲導犬・介助犬・聴導犬 犬 種  

 補助犬認定番号  認定日     年  月  日 

 変更・終了日      年  月  日      変更 ・ 終了 
 


